
③誰もが安全で快適に移動しやすい環境の創出
松山駅周辺土地区画整理事業及び松山市駅前広場整備事業の交通拠点整備に
より交通結節機能を強化し、公共交通の利便性や中心市街地の各地区間のアクセ
ス向上を図るほか、無電柱化や歩道整備を進めることで、安全で快適に移動しや
すい環境を目指す。

計画区域及び主な実施事業

　松山市の中心市街地は、住まいと職場、各種生活サービス施設が近接化した"現代版コンパクトシティ"
ともいえる城下町として発展し、これまで変わらぬ都市構造を維持してきました。しかし、近年その機能
が失われつつあり、今後の人口減少と高齢化の進行等の社会情勢の変化に対応していくことが求められて
います。
　市では平成20年に１期目、平成26年に２期目、令和２年に３期目の「松山市中心市街地活性化基本計
画」、平成28年に「松山市中心地区市街地総合再生計画」を策定し、商業機能の強化や観光振興など、こ
れらに連携する施策を中心に取り組んできました。さらに中心市街地の活性化を推進するため、令和８年
３月に４期目となる新たな「松山市中心市街地活性化基本計画」を策定しました。
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方針１
行きたくなる店舗づくりと観光コンテ
ンツの充実等で、モノ・コトを集め、
便利でにぎわうまちにする

方針２
居心地が良い空間づくりと快適で豊
かな居住環境の形成で、住みたくな

るヒトを増やす

方針３
安全な歩行空間の創出と公共交通
の利便性向上で、歩いて暮らせるま

ちづくりを進める

①様々な人々を惹きつける商業と観光コンテンツの充実によるにぎわいの創出
商店街等への出店促進や市街地再開発等による都市機能の集積を進め、都市か
ら得られる人流・消費データを活用し、様々な体験や学びができる場を充実させる
ほか、観光ニーズへの対応や観光DX推進、瀬戸内の魅力を活かしたインバウンド
の獲得等で国内外から誘客し、観光等で稼ぐ地域を目指す。

②コンパクトシティの推進で豊かな生活ができる居住環境の形成
土地区画整理事業や市街地再開発事業等によるオープンスペースの創出や公園・
広場の整備を行うことで、様々な活動ができ、居心地の良い環境が整ったコンパク
トシティを目指す。

○「松山市中心市街地活性化基本計画」（計画期間：令和８年４月～令和１３年３月）

中心市街地活性化の基本的方針と目標

松山市の中心市街地活性化について

全体テーマ 基本方針 目 標


